　　　　　　　　　　　子育て奮闘記　　　　　
　Ｙ・Ｓ　５０代
　我が家はのどかな田園地帯にあり、義父（当時大工）に建ててもらった分家に現在は核家族三人で住んでおります。
　昭和５０年に長女（第一子）誕生
１歳８ヶ月まで義母に育ててもらいました。義母は料理上手で、じゃこや人参をすりおろし、時間と愛情をかけて離乳食作りをし、長女は、大きな口を開け喜んで食べてました。ところが短時間で作り上げる私の味にはなかなか馴染めず舌で出してしまうため、よくいただいて帰ったものでした。

本家の子の誕生を機に長女が保育園へ入園。当時、子連れでも受け入れ可能でしたので、公私混同しないよう心に決めての勤務でした。親の都合で保育園に入園した娘は、精神的に不安定だったこともあり、よく風邪をひき高熱を出して病院通いが続きました。高熱後は大事をとって２･３日義母に世話になり体力の回復を待つことの連続でした。
　昭和５３年に長男（第二子）誕生
一生の内で、子どもの成長・発達が著しい時期に母子の触れ合いが人間形成にいかに大切であるか、保育士だったら誰もが知っていることで、「自分で育てたい」と常々思っていた矢先、ラッキーなことに育児休暇が認められるようになり、早速とらせていただきました。育児休暇中の１年間はゆったりと時が流れ、２人の子どもとじっくり向き合う時間が保障されました。日々子ども達は変化を見せ、前日とは違う子どもの動きや表情･食欲･排便に至るまで、気持ちにゆとりがあるためか感動の連続でした。育休後、長女・長男と共に主人の送迎で保育園へ。親の心配をよそに子ども達はすぐに園生活に慣れ、長女は風邪もひかなくなり息子は腕白ぶりを発揮、育休中の１年間が心の安定につながったのだと実感しました。
　昭和５７年に次女（第三子）誕生

再度育休をとらせてもらったことで、小学校に通う長女の送り出しや、学校から帰った後、迎え入れることができ、嬉しそうに帰ってきた長女の顔が今だに忘れられません。長女が学校へ行っている間、４歳の息子と次女の子育てと家事に追われる日々でした。子どもが２人から３人になったことで洗濯物、食事の準備、掃除等一気に忙しくなりました。要領よく家事を済ませようと思っても、子どもを見ながらなので思った以上に時間がかかりました。次女にミルクを飲ませ終えると「外へ行きたい」とせがむ息子。元気印の息子は外へ行くのが楽しみで、天気の良い日は必ず散歩に行くのが日課となり、農道で跳んだり走ったり草花や虫見つけ等自然の中で思いっきり身体を動かし輝くような笑顔を見せてくれました。また近くに住む義母が、週に１・２回、孫の顔を見がてら野菜を届けにきてくださり、子ども達も、義母の訪問を心待ちにしておりました。夢のような日々は走馬灯のように過ぎ去り、あと１ヶ月で育休も終わる頃、予定外の妊娠に気づきました。もうこれ以上職場に迷惑がかけられないという気持ちで退職を考えましたが、その時上司から「また育休をとればいいがね」と落ち込んでいる私に声をかけてくださり、その一言が職場復帰につながりました。保育士の仕事に大きな魅力を感じ、やりがいを感じていたことを、上司にはわかっていたようです。今の私があるのも、この時の上司のお陰だと感謝しております。
　昭和５８年三女の誕生
職場には、これ以上迷惑はかけられないので育休はとらないが、０歳から保育園へ入園させることには抵抗があるので、子育てが済んだ姉に世話になることにしました。その頃私はまだ運転免許を持っていなかったので、主人が姉の家（片道２０分）まで三女を送って行き、その間に小学生の長女と幼稚園の長男を送り出し、主人が戻ってきたら、私と二女は保育園に送ってもらいました。幼稚園への長男の迎えは主人で、降園後私が帰るまで本家の義父母の世話になりました。そして三女が一歳になって保育園に入園。
　あっという間に子ども達は、すくすくと育ちましたが、その間に長男の交通事故、次女（Ａ型肝炎）と三女の骨折ではそれぞれに一月近くの入院で、昼間は姉に看病を頼み、夜間は私が泊り、家のことは主人に任せることで何とか乗りきりました。また、長期に渡る夏休みは、義母と隣の義兄に家の様子を見に来てもらうようにお願いし、子ども達にも何かあったら義母に相談するよう話しておきました。
　周りの方々から「４人の子育て大変ですね」とよく声をかけていただきましたが、私自身一度も大変だと思ったことがなく、子どもの成長がなによりの生きがいでしたので、子どもたちからたくさんの幸せをもらい感謝の気持ちでいっぱいです。また、多くの方々の支えで子ども達が、横道に逸れることなく成長できたことも喜びです。確かに共働きは親子が触れ合う時間が短く、授業参観等学校の行事に出られず寂しい思いをさせたマイナス面があります。しかしその分、家庭にいる時に精一杯子ども達に目を向け、話を受け止め、子どもの気持ちを理解するよう努めることで補えるのではないでしょうか。一番大切なのは親自身の前向きな生活態度であり、親の後ろ姿を見て自分達は、親から愛されかけがえのない大切な存在であることに気付くはずだと確信しています。

長女は３人の母親として子育てに奮闘中、次女は今年３月に結婚、長男は９月・三女は１２月結婚の予定で、子育ても終盤を迎えようとしています。
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